
土検棒で行うレベル３の性能設計 
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 日本地すべり学会中部支部のシンポジウムで、国道防災技術の榎田さんの講演「斜面防

災分野の応用研究の課題と展望－解析技術と設計技術－」を聴講しました（2022 年 11 月

18 日）。 

 

 信頼性設計のレベルは、下表のようにレベル１からレベル３に分かれるそうです。日本

でも港湾では、この信頼性摂家法を導入してるとのことでした。斜面分野は、まだ導入さ

れていません。 

 

 

 レベル１の部分係数法を用いる方法は、Eurocode7（地盤分野）を用いる方法だとのこ

とでした。 

 太田ジオで使っているカナダの Rocscience 社の Slide2 という 2 次元極限平衡法の斜面

安定計算は、世界で使われている信頼性設計が組み込まれています。 

 



 

 

レベル１ Eurocode7 による部分係数法 

 

 

Eurocode7 については、下記の文献を参照してください。 

 

(20)EUROCODES 及び EUROCODE 7(土工分野)について 

https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12032819_13.pdf 

 

ユーロコードの完全実施と我が国への影響（2010） 

https://www.pwrc.or.jp/thesis_shouroku/thesis_pdf/1009-P022-025_matsui.pdf 

  

https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12032819_13.pdf
https://www.pwrc.or.jp/thesis_shouroku/thesis_pdf/1009-P022-025_matsui.pdf


レベル２ 信頼性指標  レベル３ 破壊確率 

 

 

 土検棒を使うと、土質強度のバラツキを実測から得ることができますので、そのまま破

壊確率の計算に持ち込めます。破壊確率も信頼性指標も、閾値はすべて Fs=1 なので、2 次

元法、3 次元法の区別なく使えます。（日本で使われている計画安全率は 2 次元法で「経験

的」に決められたそうなので、3 次元法の経験がありません。とはいっても 2 次元法の経

験も根拠が示されているわけではありませんので、けっこう眉唾です） 

 

 

 

 

 



 榎田さんの見解では、日本の斜面解析・設計技術は、欧米と比べて大きく遅れていると

のことです。土検棒を使えば、一気にレベル３の性能設計ができます。 

 

 

 

 

 

 


